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「司祭のてがみ」No.13-1

★この手紙を、いろんな事情で教会に来れない方にもお渡しください。「教区報」、「お知らせ」も★

聖母マリアの被昇天聖母マリアの被昇天聖母マリアの被昇天聖母マリアの被昇天聖母マリアの被昇天
　聖母マリア様は、わたしたちの信仰の模範です。「神さまのみ旨のままに」というお心が、マリ

ア様の信仰です。わたしたちも、そのお心に倣いたいものです。

　　★神神神神神さささささまままままかかかかからららららのののののプププププレレレレレゼゼゼゼゼンンンンントトトトト★★★★★

　行橋教会の聖堂に長椅子のプレゼントをいた

だきました！

【経緯】　巡礼から戻って来た翌々日、一通の

速達が届きました。行橋

教会の聖堂用に長椅子を

寄付してくださるとのこ

とでした。驚きました。

翌日、電話があり、出来

たら月曜日（１１日）の

午前中に発送したいとの

こと。設置については、

信者の皆さんを煩わせないために、すべては先

方で行うとのことでした。そしてマリア様の被

昇天祭の時に皆さんに公表してくださいとのこ

とでした。１１日の早朝、大型トラックが聖堂

前の階段下に着けられました。１０時半頃、ス

タッフの皆さんが到着。トラックの運転手さん

を含めて６人の皆さんで折りたたみ椅子の片づ

け、新しい長椅子の搬入が行われました。その

際、偶然、追立会長、信徒の竹下さんも教会に

来られ、長椅子の設置の様子を見守りました。

天気が心配されましたが、そんなに暑くもな

く、しかも、設置が終わった直後に雨が降り出

しました！

【手紙】手紙の内容は、以下のようなもので

す。

　・送り主（贈り主）は「行橋教会に在籍して

いた東京在住の信者、ボ

ランティアグループ」の

皆さんです。

　・二十数年前に３年ほ

ど行橋教会に所属してお

られ、今は転勤で東京に

戻られ、ボランティア活

動をされている方が３年

前に九州を旅行された際、行橋教会を訪問され

ました。聖堂の椅子が以前と同じ折りたたみの

ものだったので、東京に戻って以前行橋教会に

おられた方にお話をしたりして、聖堂用の長椅

子を贈ることを決められました。教会建設の

際、何も協力することができなかったというお

気持ちからです。その話が他のボランティアグ

ループにも伝わり、多くの皆さんの援助を得ら

れたそうです。

　・「右手でした事は左手に知らせないという

徹底した主義なので個人名は一切公表する事は
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致しません。ご理解ください。」（原文）との

ことです。

　・「グループの中に一人のインテリアデザイ

ナーの方がいて長椅子の設計、色彩、発注まで

を引き受け、制作者もボランティアで原価で引

き受けてくれました。教会の建設に何もお手伝

い出来なかったので、せめてもの気持ちで、マ

リア様への祈りをこめて８月１５日の聖母被昇

天に間に合うように手配してくれています。こ

れまでの全ての事は私達ボランティアグループ

が一方的に決定した事をご了承下さい。行橋教

会の皆様のご多幸をお祈り致します。平成１５

年　敬具」（原文）と手紙は結ばれていまし

た。

【設置】

　長椅子の設置にあたっては、東京のデザイ

ナーの方が来られ、指示、説明されました。贈

り主がどなたであるかは、私をはじめ、皆さん

の一番知りたいところだと思いますが、この方

は、贈り主の意向（個人名を一切公表しないこ

と）を尊重されるように言われました。

【製作】　製作にあたっては、何度もミーティ

ングが行われ、あらゆる方向から検討されたそ

うです。デザイナーの方の説明は次のようなも

のでした。

①�子供や高齢者、障がい者のこと：

　→子供のこと：子供たちは教会の中で大切に

　されるべき。そのため、同じ品質、同じデザ

　インで子供用の長椅子も設置する。

　（侍者用のベンチは後日届きます）

　→高齢者のこと：通常の寸法より、高さは２

　センチ低く、幅は３センチ深く作り、ゆった

　り座れるように。角に丸みを付け、怪我をす

　るようなことがないように。

　→障がい者のこと：子供用の長椅子を短くし

　て、聖堂前部に障がい、もしくは高齢のため

　に車椅子を利用する方のためにスペースを空

　けておく。

②� 掃除のこと：折り畳み椅子では、高齢の方に

　とっても移動はたいへんであること。長椅子

　の素材は北海道産の木（すみません名前は忘

　れました）をそのまま（無垢）使っている。

　（合板などは一切使っていない）。とても重

　い（8 0 ㎏程）ので、ワックス塗りの時は移動

　が大変だが、通常の掃除は楽になる。なお、

　椅子は固くしぼった雑巾で拭く。表面にはウ

　レタン塗装をしている。座るために最高の素

　材を使っているので座布団などは使わない。

　（もちろん、使いたい方は自由に使ってもかまわない）
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③� 色彩のこと：オルガンの色を基本に聖堂全体

　の色や雰囲気とのバランスを考えている。

④� 構造のこと：長椅子の幅は３メートル。通常

　は２メートル弱で、それを二つ繋いで使用し

　ているが、教会の構造に合わせ一台にした。

　一枚板を使っているので、たわまないように

　裏側を補強している。どちらかといえば、横

　方向に重量がかかると弱いので、移動の時な

　どは注意する。

⑤� 物入れのこと：忘れ物がないように、外から

　見えるように網を使用した。使わない時にス

　ペースをとらないように、ゴムを使用した。

　（新しい聖歌集、典礼聖歌集、カトリック聖歌集が

　　同時に入ります）

　　★いろんな面からほんとうによく検討

　　　されて作られた長椅子です！★

【神父から】

●�神さまからの贈り物神さまからの贈り物神さまからの贈り物神さまからの贈り物神さまからの贈り物

　　（聖母マリアさまを通して）

　今年は「ロザリオの年」「聖母マリアさまの

年」です。この年の被昇天祭にこのような「贈

り物」をいただいたことを心から喜んでいま

す。この「贈り物」のために協力してくださっ

たすべての方に神さまからの祝福が聖母マリア

さまを通して豊かに与えられますようにお祈り

いたします。贈り主の意向を尊重して、「どな

たがくださったのか？」ということは思わない

ようにします。信徒の皆さんも、そうしてくだ

さい。「かくれたところで見ておられる天の父

ご自身が、その方々に報いてくださる」（マタ

イ福音書６章）のですから。

　今まで以上にお祈りができる場が整えられ、

聖堂の雰囲気になりました。感謝の気持ちで

いっぱいです。

●�ボランティア精神ボランティア精神ボランティア精神ボランティア精神ボランティア精神

　贈り主の皆さんが手紙で次のように言われて

います。「右手でした事は左手に知らせないと

いう徹底した主義なので個人名は一切公表する

事は致しません。ご理解ください。」この考え

は福音（マタイ６章）に基づくもので、ボラン

ティア精神とは、まさにこのようなものです。

「ボランティア」とは、もともと「自発的に」

という意味があり、強制されてすることではあ

りません。まったく自由に、自発的にするもの

です。そして、「さりげなく」…。今回の出来

事から、私たちも、このイエスさまの福音に基

づいたボランティアの精神を学びたいもので

す。このすばらしい「贈り物」をいただいた私
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８月１６日（土）《年間第２０主日前晩》19時30分【行橋】　子どもとともにささげるミサ

　　１７日（日）《年間第２０主日》８時【豊津】　子どもとともにささげるミサ

　　１８日（月）《加賀山隼人列福祈願》19時30分【豊津】

　　２３日（土）《年間第２１主日前晩》19時30分【行橋】

　　２４日（日）《年間第２１主日》７時【豊津】９時【行橋】

　　３０日（土）《年間第２２主日前晩》19時30分【行橋】

　　３１日（日）《年間第２２主日》７時【豊津】９時【行橋】

９月　６日（土）《年間第２３主日前晩》19時30分【行橋】

　　　７日（日）《年間第２３主日》７時【行橋】９時【豊津】

　　１３日（土）《十字架称賛前晩》19時30分【行橋】

　　１４日（日）《十字架称賛》７時【豊津】９時【行橋】

　　２０日（土）《年間第２５主日前晩》19時30分【豊津】　子どもとともにささげるミサ

　　２１日（日）《年間第２５主日》９時【行橋】　子どもとともにささげるミサ

今後のミサ予定（主日・祝祭日）

「司祭のてがみ」No.13-4

たちも「ボランティア」をしたいものです。

「いただいたから、しなければならない」とい

うことではなくて、「したいから、したい」と

いう心で何かをしたいものです。おそらく、贈

り主の皆さんも、そのようなことを望んでおら

れるでしょう。しょせん「私が、私が」といっ

たところで、すべては神さまからいただいたも

のですから。とはいえ、それを「分かち合う」

ということは、やはり、すばらしいことです。

さらに、それを謙虚にすることは、とても「美

しい」ことではないでしょうか。

●�今、若者たちが考えていること今、若者たちが考えていること今、若者たちが考えていること今、若者たちが考えていること今、若者たちが考えていること

　最近、行橋の青少年の皆さんがいちだんと元

気になってきました。まず、仲間づくりから始

めているようです。そして、次に何かボラン

ティアを、と考えているようです。自分たちで

考え、計画しているようです。そのうち、信徒

の皆さんに協力を求めてくることでしょう。ぜ

ひ、支えてあげてください。若者の特徴、力

は、行動力にあります。わたしたちは、祈りと

励ましで支えていきたいものです。そして、心

からの信頼をもって…。

　１５日１８時から「バーベキュー大会」をし

ます。中高生・青年の主催です。参加自由で

す。ぜひ、皆さん、お越しください。

　聖堂に長椅子を！　というのは、おそらくす

べての方々の希望だったと思います。もちろん

私も、長椅子があったらいいだろうナといつも

考えていました。特別に神さまにお願いしたわ

けではありませんが、神さまのなさることは、

いつも、その時々にかなってすばらしいもので

す。
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専門家の方の話しでは、聖堂などで長椅子
を使用する場合、真ん中から詰めて座るの
が常識だそうです。これを機会に真ん中か
ら詰める習慣をつけたいものですね。そう
すれば、後から来られた方も楽に席に着け
ると思います。よろしくお願いします。


